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構音発達

１．構音の発達に必要な三要素

聴覚能力

聴力

弁別力

記銘力

その他

音韻学習と構音学習能力

運動能力

発語器官の形と運動能力

Ⅰ．構音障害の指導



２．構音の評価と指導の３領域

構音の改善

発達像の評価

認識能力

行動特徴

学習特徴

情動反応

環境の評価

構音の評価

耳作り
聴覚能力の向上

口作り
発語器官の形態
運動能力の向上

音作り
正しい構音運動の獲得

家庭の環境

学級の環境

他の生活領域
の環境



聞き手に、何らかの違和感を感じさせる発音

聞き手が、明らかに間違えていると聞き取る発音

年
令

時
代

国
籍

障
害

話し手が、何らかの違和感を感じている発音

一貫して誤りが生じ、自力では解決不能

３．構音障害のとらえ方



４．構音の誤りによって生じる問題

発音の誤り通りに文字を書いてしまう

自信喪失・聞き手に対する不信感・発話恐怖

何回も聞き返される・言い(書き)直しをさせられる

コミュニケーション活動や学習活動に支障

相手に、伝わりにくさが生じる



不要な音が付け加わる

置換

省略
らくだ → アくだ

同化

添加

転置

てれび → てンれび

てれび → てベビ

てれび → てビレ

５．構音障害の基本的な種類(６種）

かめら → タめら

前後の音が置き換わる

前後の子音に置き換わる

音節省略

子音省略

ひこうき → こうき

その音に必要な

運動がされない

他の音に置き換わる

置き換わった音の運動は正しい さかな → タかな

たぬき → カぬき

つくえ → チュくえ

らくだ → ダくだ

この５種は、乳幼児期の構音の発達途上では、普通に見
ら

れる。５歳前後に見られるならば、その原因を考える必
要

があるだろう。



歪み 特異な構音運動による音

舌の運動の問題により

鼻咽腔閉鎖機能不全により

咽頭破裂音

咽頭摩擦音

声門破裂音医学的治療後指導

その他

その他

歯間性構音

鼻咽喉構音

口蓋化構音

側音化構音舌運動改善後指導

開鼻性構音



聴 覚 能 力 の 向 上 発 語 器 官 の 運 動 能 力 の 向 上 視 覚 的 認 知 能 力 の 向 上

（ 目 作 り ）（ 耳 作 り ） （ 口 作 り ）

構 音 位 置 ＋構 音 法 の 理 解 → 構 音 運 動 の 自 動 化

（ 音 作 り ）

７．構音指導プログラムの構成とねらい

その気＋やる気＋根気

子どもの発達像による指導プログラムの修正



学習の姿勢
＜聴く姿勢＞

＊具体的な行動を通して
＊学習成績を通して

A：子ども発達の領域

認知・認識能力
＊検査を通して
＊観察を通して
＊聴取を通して（学力）

運動能力
粗大運動・微細運動

＊検査
＊観察
＊聴取

特記事項
・得手・不得手

本人の主観を大切に

・顕著な行動特徴
観察・聴取

８．評価と指導方針の視点



B：子どもの構音の領域

聴覚能力
聴力

聴覚的記銘力
弁別力
＊検査
聴力

記銘力
弁別力

音韻認知

＊観察→聴き方

＊聴取→聴き方

構音の状態
＊構音検査

・単音
・単語
・文（文章）

＊観察
・会話

＊聴取

発語器官の形態
＜口腔内環境の評価＞

＊観察
＊医師の診断により

発語器官の運動能力
＊検査

・単運動＋連続運動
・発話運動（ぱたか検査等）

＊観察
＊聴取

構音の誤りに対する意識
＊具体的な行動や本人の表現を通して

＊観察
＊聴取



C：コミュニケーション環境の領域

家庭のコミュニケーション環境
＊家族の構成員と子どもとの関係
＊家族各自の構音に対する考え方
＊その他の家族歴

学校のコミュニケーション環境
＊担任の構音に関する考え（子どものとらえ方と関係）
＊担任の教育方針（クラスの雰囲気）
＊クラスメイトとの関係（子どもの教室内での位置）
＊その他の教室環境

地域生活でのコミュニケーション環境
＊学童クラブ
＊塾・習い事
＊その他



A：子ども発達の領域 B：子どもの構音の領域

C：コミュニケーション環境の領域

① 構音改善の視点から

② 各領域の課題を割り出し

③ 各課題の関連を評価



総合的な支援課題（長期目標＝到達目標）

家庭の支援課題
※構音にかかわること
＊発達にかかわること
＊学習にかかわること
＊生活に関わること
＊その他

ことばの教室の支援課題
＊構音を総合的にとらえて

・ことばの教室
・家庭

・在籍校
・関係機関

それぞれの役割を明確にしながら
目標を立てる

在籍校の支援課題
※構音にかかわること
＊発達にかかわること
＊学習にかかわること
＊生活に関わること
＊その他

関係機関の支援課題
＊関係機関の専門性との連携

【効率】の視点で、支援課題の選定と支援の順序（軽重）を割り出し

短期方針（目標）の具体化



短期方針
＊支援課題の中で解決しやすいものから
＊最初に手がける必要が感じられるものから

１．ことばの教室の支援方針
①耳作り（聴覚能力の育成）
②口作り（発語器官の運動能力の育成）
③音作り（正しい高音運動の育成）
④その他

２．家庭に対する支援方針
＊ことばの教室としての依頼・助言

３．学校に対する支援方針
＊ことばの教室としての依頼・助言

４．関連機関との連携方針(（２・４との協働で）
＊保護者の同意の上、具体的な連携の方法を協議する

＊指導時間の具体的な活動の選択と組み立て
＊家庭への具体的な支援方法の選択
＊在籍校への具体的な支援方法の選択
＊関係機関との具体的な連携とその方法の決定



再評価サイクル

仮説

検証

実践



９．構音指導プログラム

ね ら い

構 成

音 作 り 耳 作 り 口 作 り

・誤り方と正しい構音の仕方を理解し， ・発語器官の動きとの関連で，正誤音 ・視覚的に発語器官の誤った動きを理誤り方の理解と

改善の仕方と練習に対する見通しを持 の聴覚的印象の違いを示す。 解させ，正しい運動を示す。正しい音の作り方

たせる。

第１段階

口腔の図
鏡（横並び）

プログラム一覧表



）発語器官の運動 ・様々な口遊びを通して，発語器官の運 ・口遊びを通して親密度を高め，コミ ・発語器官(下顎・口唇・舌・軟口蓋

動機能の状態を知り，適切な単音作り ュニケーション関係（聞き方＝聞か の運動機能、並びに、息の調整力を《基本の練習》

の方法を選択ないし，考案する。 せ方）を耕す。 遊びを通して高める。

・口遊びと並行して，あるいは，口遊

びに盛り込みながら，単音レベルで

の聴覚的弁別力を育てる。

第２段階

指導該当音の構音
運動と対比しての
発語器官の運動機
能の評価

該当音が聞こえ
たら、○○（口
遊び）する

口の体操などトー
ニング的な指導で
もゲーム感覚での
要素を盛り込む



・一般的な音作りの方法を活用して，子 ・以下の段階すべてを通して，聴覚的 ・正しい構音運動＝獲得すべき発語器正しい構音運動を知る段階

音，並びに，単音節を作る段階。 弁別力を育ていくことになる。子音 官の運動をステップを追って強めて《単音節産出レベル》

・以下の段階では，易から難へスモール なら子音，単音節なら単音節での弁 いく。子音なら子音，単音節なら単

ステップを踏む。各ステップを着実に 別力を《視覚的手かがり》や《運動 音節の運動をできるかぎり自動化し

身につけさせることが次のステップの 感覚》と協応させながら育てる。 ておくことが肝心である。ひとつの

基礎となる。 ・側音化構音では歪みがよほど大きく 目安として，各ステップ毎で正しい

ないと、テープ再生による評価は， 構音運動が指導児の会話速度で可能

難しい。そこで上記のよう となるまで練習することがよいだろ＊子音＋母音とするか、最初から単音節 に視覚や

筋感覚を育て、徐々に聴覚的フィー う。とするかは 子どもの構音状態による、 。

ドバックも活用できるように ・練習段階では，視覚的な手かがりもしてい

ことが習熟段階への過程で大切で 利用し，運動筋の動きを感じ取らせく

ある。 ながら，筋感覚フィードバックを高

めることも大切である。

習熟段階では，聴覚的フィードバッ

クの補助として利用できる力を育て

るようにする。

・可能となった単音節を様々な音脈を用正しい構音運動を練習する段階

いて練習する段階。

・苦手音脈は，練習量を多くする工夫が

必要である。

第３・４段階

基本中の基本の段
階である。十二分
に練習を行い、
「言える」自信を
育てたい。



第５段階

・未改善音を除いた色々な音との様々な ・同上。 ・同上《色々な音とつなげる》

つながり（無意味語）の中で正しい構

音を獲得する。

・誤りに気づいたら，あるいは，誤りに気づかせられたら，すぐに訂正するといった練習態度を育てておく。気づき方，

気づかせ方は，練習段階によって異なるが，聞く＞動きを感じる＞見るへの移行に留意する。

聴覚的フィードバック能力は、正しい構音に言い直せる
ことが前提で働く。「気づいたら言い直す」という意識
は子音・単音節レベルからも育てたい。気づいたらご褒
美のような条件を予め決めておいてもいいかもしれない。

ここまでが基本の
段階。十二分に練
習を行い、「言え
る」自信をさらに
育てたい。



第６段階

・未改善音をできるかぎり除いた単語を ・このステップでの聴覚的弁別力を育 ・このステップでの正しい構音運動を《単語による練習》

正しく構音する。 てる。 自動化する。

・正誤弁別，異同弁別など遊びとして

出し合うのも方法である。

未改善音に引きずられて
誤ることを避ける意味と
子どもに成功体験を多く
与える意味がある。

これまでは、音や意味のない語での練習段階であったが、ここからは意味のあ
る語での練習となる。意味や日常の言い慣れよって誤ることがある。また、置
換えの場合、置き換わっていた音が練習している音になってします場合がある
（例えば、ｔ／ｓである子が、「かたな」を「かサな」）。これは、改善のた
めの一過程であり、それだけ改善しようとする姿勢がある証でもある。このこ
とを子ども自身や保護者にも伝えることで、安心を得られる。



第７段階

・未改善音をできるかぎり除いた句を正 ・同上。 ・同上。《句による練習》

しく構音する。



第8段階

・未改善音をできるかぎり除いた２～３ ・同上。 ・同上。《短文による練習》

文節の文を正しく構音する。



・自由会話での習熟に向けての練習段階 ・聴覚的フィードバックによる自己訂 ・簡単な聴覚刺激のみで構音運動の訂正しい構音運動に習熟する段階

である。文字という視覚的手かがりが 正力を強める段階。 正ができる段階。

なくなる会話段階での習熟が難所。



・未改善音をできるかぎり除いた４文節 ・聴覚的フィードバックを高める。 ・このステップでの正しい構音運動を《長文による練習》

以上の文を正しく構音する。 自動化する。

・文章を正しい構音で音読する。 ・聴覚的フィードバックを高め，自己 ・同上。《文章による練習》

訂正力を強める。

第９・１０段階

波及効果が見られているな
らば、この限りではない。



第１１・１２段階

・課題会話内で，正しく構音する。 ・聴覚的フィードバックを高め，自己 ・同上。《課題会話による練習》

訂正力を強める。

・正しい構音で自由会話をする。 ・聴覚的フィードバックを完成する。 ・正しい構音運動を自動化する。《自由会話による練習》

劇遊び
○○について話そう

△△の説明

など正しい構音を意識的に使わ
せながら。

子どもの発達像や家庭の支援力などによって、改善のテンポは異なる。波及効
果が高い子ならば、ステップを跳ばして、歪み音の子ならば、ゆっくり時間を
かけて、などなど、その子に応じたプログラムを案出していくことが肝心であ
る。そのための基本プログラムを提示した。



演習１：ｔ／ｋ（ｋがｔに置き換わる音の指導）
発音記号の意味：ｋ＝軟口蓋破裂音 ｔ＝歯茎破裂音

耳作り
聴覚能力の向上

口作り
発語器官の形態
運動能力の向上

／Ka／による例示

①１音からの聞き出し
②単語の位置の聞き出し

①がらがらうがい
②舌の前後運動

※エアカー遊びをしようか？



音作り
正しい構音運動の獲得

①うがい法
②んあ法
③舌押さえ

音ができたら 聴覚刺激法



１０．吃音の原因

研究者はそれぞれの立場で追求し続けている

欲求抑圧説
神経症症候説
葛藤抑圧説

など

素因説
大脳半球優位支配説
生化学的不均衡説
知覚欠陥説
遺伝的要因説
など

環境説
診断起因説

接近回避葛藤説
コミュニケーション崩壊説

など

複合説

『言語聴覚療法シリーズ１３吃音』 都筑澄夫編著 建帛社 2000 p.9~12による



なりやすい体質
遺伝的要素

１１．吃音の進展仮説

発吃
（中核症状）

きっかけ

マイナス感情の強化・複雑化

発話症状の重度・複雑化

吃音者としての負の顕在的・潜在的自覚の個別的固着

環境

症状に対する指摘
注意
表情

からかい
など

意識化

気質

マイナス感情
戸惑い
恥じらい
恐れ
罪障感

などの強さ

増
悪
化

生理的反応

筋緊張の増加
発汗

心拍数増加
など

二次的行動

逃避行動
回避行動

↓
随伴症状
発話回避

など

二次的行動の多様化・顕著化

否定的なコミュニケーション態度

悪循環

予期不安の増大



１２．吃音児 VS 吃音のある子ども

吃音児 吃音のある子

「吃音児｣とか「どもりの子」というのが、これまでの呼ばれ方でした。このように言われると、左の図のようイメ
ージが頭に浮かびませんか。

今は、「吃音がある子」と言われるようになりました。右の図のようなイメージになりませんか。
私たち一人一人は、様々な性格やら能力やらの複合体です。長所もあれば短所もある。得手もあれば不

得手もある。長所が輝けば短所はくすみ、得手が伸びれば不得手は引っ込む。そのような感じで、私たちは
生きているのではないでしょうか。

吃音がある子も同じです。吃音に囚われることなく、輝く自分を発見し、自分を生き生きと伸ばしていけれ
ばよいのです。そう考えると、「吃音がある子」と言うよりも「吃音もある子」と言った方がよいのかも知れません。

もう一つ、付け加えます。物事を考えるとき、その発想次第で見方が変わることがよくあります。「吃音があ
るから」と考えるときと、「吃音があっても」と考えるときとでは、次に続く言葉が違ってきます。 「吃音がある
から」と考えることが吃音に囚われていることだとしたら、そこから抜け出して、「吃音があっても」と考えられる
ようになることが吃音に縛られる心を自由にする近道なのではないでしょうか。



１３．学童期の吃音の指導・支援の位置

乳児期 幼児期 老年期壮年期青年期思春期学童期

保護者
本人

QOLの向上

吃音のある個人の現在

研究 指導・支援・臨床

社会的認知

指導・支援・臨床の多様化

研究の視点の拡充

指導・支援・臨床の
コンセンサス

ライフサイクル

就労期



１４．学童期の見方

１年

中学１年

２年
３年

４年

５年

６年体
の
発
達

心
の
発
達

認
識
能
力
の
発
達

生活
コミュニケーション

環境

思
春
期

学童期６年間の中で子どもはめざましい発達を遂げる。吃音がその発達のどのような影響を
与えているのかを子ども一人一人に応じ、学年に応じとらえていくことが大切である。



１５．学童期の吃音のある子への指導・支援の指針
学童期の指導の目標

学童期の発達課題
この子ならではの発達の受容

と

必要な支援

吃音指導・支援の大目標

１．吃音に対する正しい知識をもつ
２．自分と自分の吃音を正しく知る
３．吃音に対する耐性を養う：上手に悩む力を育てる
４．吃音についてオープンに話せる自分を育てる
５．吃音症状をコントロールする力を育てる

自分と吃音を肯定的に受容する基礎作り

思春期以降の自分と吃音とに向き合う力の基盤

保
護
者
や
担
任
等
に
対
し
て
も
あ
て
は
ま
る
目
標



＜用語解説＞；肯定的受容＝どもってもいいんだ
どもりたくないという思いを否定するものではなく、その思いを含めて自分とし

て引き受けること、悩むことができる自分をよしとすること、つまり、自分に対す
る肯定的受容がベースになければ、吃音を肯定的に受け入れることはむずかしいと
思える。
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１６．支援のための環境

肯定的受容環境

①何でも話せる
②自分らしく過ごせる
③自分を守ってもらえる
④自分を見守ってくれる
⑤過ごすことが楽しい
⑥一緒に考え、工夫できる
⑦大人の考えを押し付けない
⑧その他

吃音を科学的に学び、
子どもの権利を守るという
姿勢で、
吃音のある子ども、保護者、
担任等と共感しながら、
それぞれの立場で子どもの
吃音を正しく理解し、肯定
的に受容する協働関係を
作ることを目指す

指導室・家庭でのコミュニケーション環境(原則）

※ ゆったりした活動・非指示的活動・受容的活動・自信を育てる活動
※ 発話速度はゆっくりめに：子どもの吃音症状に応じた速度調整
※ 会話速度もゆっくりめに：子どもの吃音症状に応じた間



１７．評価の関連的考察から指導・支援の目標へ

発達像；領域の関連性を図示

認知能力
・検査
・調査
・聴取
・観察

言語能力
・検査
・調査
・聴取
・観察

社会性・対人関係
行動・コミュニケーション特

徴

・検査
・調査
・聴取
・観察

情緒発達
・検査
・調査
・聴取
・観察

学習能力
（学力）
・検査
・調査
・聴取
・観察

粗大運動能力
・検査
・調査
・聴取
・観察

微細運動能力
・検査
・調査
・聴取
・観察

発話運動能力
構音能力含む

・検査
・調査
・聴取
・観察

吃
音
に
対
し
て
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
に
な
る
の
は
？



吃音像；領域の関連性を図示

吃音症状
・検査
・調査
・聴取
・観察

吃音行動
（振る舞い）
・検査
・調査
・聴取
・観察

吃音心理
（心の動き）

・検査
・調査
・聴取
・観察

随伴症状
・検査
・調査
・聴取
・観察

発
達
像
と
の
関
係
・
関
連
は
？



コミュニケーション環境

家庭環境

家族構成
養育・家族・治療歴
（発吃から現在まで）

各家族との関係
各家族の吃音観

（保護者の指導希望）

学校（学級）環境

担任との関係
担任の吃音観

担任の学級経営観
学級の雰囲気

クラスメイトとの関係
学習姿勢

発
達
像
・
吃
音
像
と
の
関
係
・
関
連
は
？

＊吃音のある児童・保護者の指導・支援に対する希
望
＊吃音を悪化させる要因と緩和させる要因の割り出
し
＊吃音のある児童の得意・不得意の割り出し

塾・習い事・学童の環境
の
情報



１．吃音に対する正しい知識をもつ
２．自分と自分の吃音を正しく知る
３．吃音に対する耐性を養う：上手に悩む力を育て
る
４．吃音についてオープンに話せる自分を育てる
５．吃音症状をコントロールする力を育てる

指導・支援の目標
保
護
者
や
担
任
等
に
対
し

て
も
あ
て
は
ま
る
目
標

家庭への支援課題

＊吃音に関わる
＊発達像に関わる
＊生活環境に関わる
＊その他

子どもへの指導・支援課題

＊吃音に関わる
＊発達像に関わる
＊生活に関わる
＊その他

学校への支援課題

＊吃音に関わる
＊発達像に関わる
＊学級環境に関わる
＊その他

関係機関との連携課題

指導・支援の課題＝方針

各課題に対しての指導・支援方針とその手順（短期目標）

各指導・支援方針に対しての具体的手立て

指導・支援の再評価と修正



１８．学童期の吃音指導・支援の基本な考え方

コミュニケーション環境への対処力

吃音症状

自分の吃音

心の調整力
肯定的に向き合える力

他
の
当
事
者
の
思
い
や
考
え

吃
音
の
知
識

臨床の場の

コミュニケーション環境

心の動き
振る舞い

環境調整



担当者＋吃音のある児童による
環境調整

コミュニケーションサポーター

家庭
吃音の正しい理解に基づく
コミュニケーション環境の

調整

学校（学級）
吃音の正しい理解に基づく
コミュニケーション環境の

調整

多様な生活環境
吃音の正しい理解の啓発とノーマライゼーションの深化

草の根的啓発活動



無知の恐怖感からの解放

吃音に関わる
正しい知識
様々な知見

コミュニケーション環境の調整
力

吃
音
症
状
へ
の
対
処

肯
定
的
な
受
容

吃音の知識の役割
恐怖は常に無知から生じる エマーソン

１９．吃音に対する知識



２０．自分の心の動きや振る舞いを知る

あ吃音症状
振る舞い

心の動き

すべてが
同時に

連動して
生じる

見える部分

見えない部分

指導・支援の考え方

見える形

対処力客観的にとらえる力

他
の
当
事
者



自分の吃音の波
自分の吃音の症状分析

２１．自分の吃音を知る

吃音の症状 発症の状況

どんなとき
どんな人と
自分の体調
自分の気分

吃音の症状
指導

心の動き
振る舞い
指導



よきサポーター（ｓ）

２２．吃音に関わる出来事の対処法

生活の場＝「何が起こるかわからない」

耐性と知恵

仮想対応

・起こりえる状況の想定
・体験談を聞く
・体験談を読む

現実対応

・実際の出来事に対して
・立ち向かうことに対して

対処力
上手に悩む力
実践に移す力

１）対処法の指導・支援の考え方



２３．吃音症状に対する指導
統合的アプローチの立場で

１）指導のための前提

①吃音に対する肯定的受容がそれなりに育っている
＊吃音症状が完全になくなるわけではなく、楽に話せるようになるための指導であるから、
どもることを受け入れられる姿勢がそれなりに育っていないとねらいが達成できない

※子ども自身に「許せるどもり方」の発話イメージがそれなりにある

②子どもが何をねらいとしているかを理解している
＊楽に話せるようになるための練習であることを子どもに伝えた上で、子どもが練習に同意する
ことが練習意欲に影響する
※子ども自身の目標として、「許せるどもり方」を話し合う機会とする

③様々な場面で試しながら使える力を高めるようとする意欲が子どもにある
＊状況を判断して発話運動をコントロールするものであるため、実際の場面での練習が必
要である

＊「うまくいかないこともある」と子どもが納得できる

④発話運動能力が高い
＊発話運動のコントロール力を身につけるための要因である

⑤客観的に発話を評価できる力がある
＊発話コントロールが上手くいった理由、上手くいかなかった原因を考えることが、コン
トロール力に磨きをかける



発話運動能力＋声の表現力 ⇔ 発話運動のコントロール力 ⇔ 楽などもり方

どもらないで、

話したいんです。

＊発話速度緩和

＊斉読 ＊復唱

＊表現遊び

＊リズム音読・発話

＊緩やかな起声(軟起声）

＊発語器官の軽い接触

＊フレキシブルレイト

＊構音改善

＊発話運動能力向上

＊その他

＊必要感によってコントロール

ただし、上手くいくとはかぎらな

いというほどよい感覚が大切。

＊自分の吃音の客観視

どもる時ってどうなっているの？

教材例
手遊びうた・太鼓・メトロノーム・指人形・ぬいぐるみ

単語・文・文章カード・なぞり書きプリント・発語器官図

・声の出し方（表現）カード・発話運動向上教材など

いろいろな声の出し方や話し方の勉強をす

るけれど、だからといって、きみが望むよう

にどもらないで話せるようになるとはかぎら

ない。でも、楽に話せる（どもれる）ように

なる可能性はある。取り組んでみる？

２）まとめ＋α



２４．吃音のある子のグループ指導

１）グループ指導の意義 （参考文献；小林宏明著『学齢期吃音の指導・支援』 学苑社 2009  p.105）

青山新吾著『吃音のある子どもたちへの指導』明治図書 2009  p.111)

小林宏明による「小集団活動の優れた効能」

①自分以外の同時代の吃音がある子どもがいることを実感できる。
→ 孤立感からの脱出；１人じゃない

②吃音がある者同士でないとできない会話ができる。
→ 共感の実感；わかる、同じだ

③吃音症状や問題の現状を客観的にとらえたり、内省したりすることを狙った活動を、
より円滑に、 深く行うことができる。

→ 客観的かつ広角的視点の育成；こういうことか・そんな風にも考えられるな

④他にも頑張っている仲間の存在を意識することで、毎日の生活も頑張ろうという意
欲がわく。

→ 「吃音のある生活」(青山）への張りと向き合い

自分と自分の吃音に肯定的に向き合う姿勢を養う



２）グループの作り方

原則：二人いればグループ

通級時間内 特設の時間

年間計画に盛り込
まれたグループ指
導の時間

偶然通級時間が一緒

たまたまの機会を活用したグ
ループ指導

通級時間の調整

保護者・担任に目的を告げ、
グループ化を企図



構成の視点

①同年齢か異年齢か
②同性か異性か
③吃音に関する思い
(何に肯定的か・何に否定的か)

④個別指導の成果
⑤子どもの特性
(性格・行動・認識力など)

⑥吃音症状の質
⑦その他

３）子ども集団の視点＝評価の視点

社会性の視点

①親和的か（集団内で孤立しない）
②自分の吃音に向き合おうとしている
③自分のことばで表現できる
④人の話を聞ける
⑤集団による指導を受け入れられる
⑥その他

目標

①日々の吃音体験を自分のことばで表現し、
②他児の体験を共感をもって聞き、
③コメントできる集団（個人）



４）グループ指導を支える指導者集団とは

①吃音に対する肯定的な受容を目指している。

②吃音指導のプロセスと最終目標が共通理解されている。

③グループを構成する一人ひとりの児童・保護者に関して一

定の理解がある。

④吃音に対する理解と指導法に関して学ぶ姿勢がある。

⑤経験年数や異なる世代の感性を活かした話し合いがスムー

ズにできる。

⑥個別指導とグループ指導それぞれのメリット・デメリット

を知っている。

⑦その他



５）グループ指導を支える保護者集団とは

①人の話が聞ける心の安定さがある。

②吃音だけにこだわらずに子どもそのものを見つめる姿勢を

育てようとしている。

③吃音に関する一定の知識を持ち、子どもの吃音を客観視し

ようとしている。

④他の保護者の思いを共有し、そこから自分の意見を引き出

し、語れる。

⑤その他



内容０：知り合う → より深く知り合う
・プレーを通して親和性を育む

内容１：知識を共有する
・どもるってどんなこと・吃音クイズなど

内容２：吃音体験を語る
・こんな時こうした(言友会や卒業生を講師にも)

内容３：吃音体験等を話し合う
・こんなことがあったけど・・・
・こんな時、どんな顔
・吃音おなやみ相談室

内容４：話し方を楽しむ（流暢性高め・吃音の緩和）
・いろいろな話し方
・劇遊び
・群読、朗読会
・発話スキルを楽しむ
・まねっこごっこ（いろいろなどもり方で遊ぶ）

６）活動の内容



７）活動の組み立て：基本の３段階

和みの時間

振り返る時間

向き合う時間

自己紹介・ゲーム・調理・制作活動

内容１・２・３・４の組合せ

グループ活動を振り返える
次の企画を考える

並行して、保護者懇談会を企画することもできる



多様な生活環境
吃音の正しい理解の啓発とノーマライゼーションの深

化

担当者＋吃音のある児童による
環境調整

コミュニケーションサポーター

家庭
吃音の正しい理解に基づくコ
ミュニケーション環境の調整

学校（学級）
吃音の正しい理解に基づくコ
ミュニケーション環境の調整

草の根的啓発活動

指導・支援の効果の向上

２５．コミュニケーション環境の調整

１）コミュニケーション環境の調整の意義

子どものQOLの向上



２）「コミュニケーション環境の調整」のプロセス

基盤 思いを受け止める

知識の伝授

個別対応

自律的対処

科学的な吃音に関する知識
一般的な環境調整法

各自が主体的に対処する
＊自ら考え対処する力
＊適切に援助を求める力

個々の事態に応じた対処法の話し合い
（吃音に関わることとは限らない）

子ども・保護者・在籍校担任の対処力の成長



２６．指導の融通性について

１）指導・支援の留意点

向き合えない時 向き合える時

肯定的受容のベースを育てる 肯定的受容を高める

自律的に自分と自分の話し方と向き合える
(吃ることに深くこだわらずに堂々と吃れる自分)



２）吃音と向き合えない時の子どもへの支援の考え方

子どもの能力を多面的にとらえ、肯定的に評価する
発想を転換する力（－ → ＋）

肯定的に自分を評価する力を育む（自尊感情の育成）

できること＞できないことの活動

子ども自身の『好き』（やりたいこと・やってみたいこと）を子ども主体に共に楽しむ

子どもの自身の主体的な自己評価の尊重＝上手い・下手ではない

多様なコミュニケーション活動の中で、何でも話せる安心・信頼関係を育む



２７．指導の終了について

１）指導の終了に向けてのプロセス（フェイドアウト法）

吃音症状
（予後の予測を含め）

心の動きと振る舞い
（コミュニケーション状況）

対処力

判断の観点

担任

保護者

子ども

３つの判断の観点で
終了の方向を基本的
に考える

子どもに伝え、相談
↓

その結果を保護者に
↓

担任に結果を伝える

指導・支援の終了
↓

相談窓口として開放
言友会の紹介

言語治療士の紹介

指
導
間
隔
の
調
整

終了

終了に向けて指導
の間隔をあけて、
判断を検討する



おやつを食べていたとき、
兄さんが話し方をまねして、
からかってきたんだ。

教科書を読んでいたら、
声がつまって、なかなか出
せなかった。そのとき、うし
ろの子が クスッと笑うのが
聞こえた。

学校の帰り、知らない人
に道を聞かれた。声がなか
なか出せなかったら、「もう
いいわ」と言って、その人は
行ってしまった。

出
来
事

心
の
動
き

解決策を考える

解決策の検討
（話し合い・ロールプレー）

解決策の選択

選択した解決策の再検討

演習２：こんなとき、どんな顔



ご清聴ありがとうございました。


